
ろ過は、流体から粒子を除去する操作です。今回は、液体からの固
体粒子除去に焦点を当てます。液体粒子カウンターは、様々なサイ
ズの領域で粒子を除去するためのフィルターの試験に使用しま
す。この用途では、フィルターの上流 / 下流での試験、ろ過した流体
のラボ試験、あるいはオンラインによるモニタリングがあります。イ
ンテグリスのAccuSizer (アキュサイザー) は、多くの産業で、それぞ
れ用途に使用されています。

序論
—
ろ過は、フィルターに流体（液体または空気）を通すことで、流体か
ら固体を除去する、物理的、機械的な操作です。フィルターの上流
から流体が供給され、フィルターを通過した流体は、ろ液と呼ばれ
ています（図1）。

フィルターには、活性炭、ろ紙、カートリッジ、珪藻土など、さまざま
なろ材があります。フィルターによって、対応可能なサイズや粒子除
去効率が異なるため、除去したい粒子に応じて、最適なフィルター
を選択する必要があります。

油圧システムの機能に、可動部分の部品を分離し、潤滑するものが
あります。潤滑油への粒子コンタミは、システムの効率と部品寿命
を低下させます。そこで油圧オイルにフィルターを用いて、システム
の信頼性を担保するのに必要なレベルまでシステム内を循環させ
て、粒子数を制御します。油圧フィルター試験は、アキュサイザーな
どの液中パーティクルカウンターの一般的なアプリケーションで
す。

半導体産業で製品研磨に使用するCMPスラリーは、製造プロセス
の中で、使用時にろ過します。これは粗大粒子を、フィルターを用い
てスラリー中から除去し、傷のないウェーハを生産するための操作
です。フィルターが製品寿命に達すると、粗大粒子がフィルターを通
過し、ウェーハ上に欠陥を引き起こす場合もあります。実際の粒子
数に基づいて、フィルターの更新を決定する方が、ライフサイク
ル、または圧力に基づいて交換するよりも、製品収率を向上させ、
フィルター費用を節減することができます。

インクジェットインクでは、顔料を小さい粒径（用途に応じて、約50

〜200 nm）にして分散させ、コロイド状で安定化させる必要があり
ます。インク中の粗大な顔料粒子は、プリントヘッドに損傷を引き起
こし、インクジェットチャンネルを塞ぐ可能性があるため重要です。
分布のテール部 (>0.5〜1.0 µm) にある粒子を制御するために
は、この数少ない粗大粒子を検出できる高精度な検出技術が必要
です。

フィルター試験
—
工業用フィルターメーカーやユーザーは、製品の設計、製造、選択
の過程で、フィルターにマッチしたアプリケーションを見つけるた
め、日常的にフィルター試験を行っています。一般的なフィルター試
験では、図2のように、テスト用フィルターの前後で2台のパーティク
ルカウンターを使った粒子数の試験を行います。アキュサイザー
は、ユーザーの興味やサンプル濃度に応じて、それぞれの測定レン
ジを持つセンサーを選択することができます。油圧オイルのフィル
ター試験の一般的なセンサーは、0.5から400 µmの範囲
で、LE-400センサーです。カウンターは、一般的なユーザーの要
求を上回る分解能の最大512チャンネルの処理力を持っていま
す。また必要に応じて、自動希釈機構をシステムに追加することが
できます。

フィルター試験
AccuSizer  ® SPOS システム
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図2　フィルター試験スタンド

ISO16889で定義されているように、油圧フィルターの性
能試験は、ある粒径x(c)に対して、以下の式のようにろ過
率（またはベータ比）で解釈します。

βx(c) =  
  フィルター上流での粒径x(c)の粒子数   

               フィルター下流での粒径x(c)の粒子数 

CMP スラリー
—
アキュサイザーは、CMPスラリーの状態をモニターし、
表面の欠陥を最小限にするスラリーろ過を最適化するた
めに、ラボあるいは世界中のプロセスで使用されていま
す。図3は、アキュサイザー粒子カウントのデータで、それ
ぞれフィルターの上流（青）と下流（赤）のデータを示して
います。
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図3　 CMPスラリーの粒子個数データ

インクジェット用インク
—
図4は、インクジェットインクを2 µmと5 µmのフィルター
を用いてろ過した試験の結果を示しています。両方のフ
ィルターにおいて、1 µm以上の粒子数濃度に減少がみ
られます。 ろ過していないサンプルには10万個 /mL以上
の粒子が存在しますが、5 µmと2 µmのフィルターでろ
過すると、1 µm 以上の粒子が、それぞれ7万個 /mL以
下、  2万個 /mL以下に減少しています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 2: Filter test stand 

The typical data interpretation of hydraulic filter testing as 
defined in ISO 16889 is the filtration ratio (or Beta ratio) 
as defined in the equation below where x(c) is a specified 
particle size. 

 

Example: at 5 μm the filtration ratio can be expressed as 
a simple ratio or by subtracting 1 and multiplying by 100. 

5(c) =        = 30  or (       )x100 = 96.7% 

 

CMP Slurry 

The AccuSizer is used in labs and in processes around 
the world to monitor CMP slurry health and to optimize  

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 3: CMP slurry upstream/downstream of filter 

filtration to minimize surface defects. Figure 3 shows 
AccuSizer particle count data upstream (blue) and down-
stream (red) of the filter. 

Inkjet Inks 

Figure 4 shows the results of a filtration test in which an 
inkjet ink is filtered using a 2 micron and 5 micron filter. 
Both filters show an improvement in the concentration of 
particles >1 micron. The unfiltered sample contained 
>100,000 particles/mL greater than 1 micron while the 5 
micron and 2 micron contained ~70,000 and ~20,000 
particles/mL respectively. 

Figure 4: Inkjet ink unfiltered and filtered at 5 and 2 μm 

Conclusions 

The PSS AccuSizer is an ideal system for testing filters 
and performing a wide range of filtration efficiency exper-
iments. The sensors based on single particle optical  
sizing (SPOS) have the widest size and concentration 
range specifications available. Contact your local PSS 
representative to see how we can match our technolo-
gies to your application requirements. 
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図4 インクジェットインク　 
未処理、5 μmと2 μmのフィルターでろ過したサンプル

まとめ
—
アキュサイザーは、フィルターの試験や幅広いレンジに対
するろ過率の試験を行うための理想的なシステムです。
光学的粒子検出（SPOS）に基づくセンサーは、幅広いサ
イズと濃度範囲に適応した測定が可能です。
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